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欧
米
に
お
い
て
着
穴
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
傾
向
と
い
え
よ
う
。
日
本
の
ほ
か

の
諸
閣
に
お
け
る
成
果
に
注
意
を
向
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
ま

こ
と
に
首
然
と
も
い
う
べ
き
自
戒
の
念
を
こ
め
て
筆
を
お
き
た
い
。

勺
コ
ロ
n
o
gロ

C
ロ戸〈
O
H
3

門
司

H
V
可
。
印
日
-

H

由
吋
申
・

H
-
v
F
N
D印
日

u
E
・

年火

淳

卒
著

原明
代
蒙
古
史
研
究

若

松

寛

本
舎
は
、
若
者
荻
原
淳
平
氏
の
三
十
年
に
及
ぶ
明
代
家
古
史
研
究
の
成
果
を

集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
我
固
に
は
こ
の
方
面
に
大
先
達
の

和
田
清
氏
が
あ
り
、
そ
の

『
東
亜
史
研
究

(
蒙
古
篇
〉
』
は
名
著
の
問
え
が
高

い
。
尤
も
和
問
氏
の
研
究
は
、
モ
ン
ゴ
ル
王
公
の
系
譜
の
作
成
や
戦
争
な
ど
を

中
心
と
す
る
狭
義
の
政
治
史
と
、
戦
争
な
ど
に
出
て
来
る
地
名
の
考
設
を
中
心

と
し
た
歴
史
地
理
的
研
究
と
に
殆
ん
ど
限
ら
れ
た
も
の
で
、
明
代
モ
ン
ゴ
ル
族

の
祉
品
目
や
文
化
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
鮒
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
貼
で
荻
原
氏

の
若
書
は
、
明
家
交
渉
史
を
主
軸
に
し
て
、
そ
れ
を
め
く
っ
て
展
開
さ
れ
た
モ

ン
ゴ
ル
祉
舎
の
動
的
を
枇
舎
綬
桝
史
的
細
則
か
ら
考
』努
し
た
も
の
で
、
従
来
の

明
代
裟
古
史
研
究
に
新
し
い
展
望
を
聞
い
た
先
騒
的
業
績
と
言
え
よ
う
。

著
者
の
研
究
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
明
代
モ
ン
ゴ
ル
族
の
遊
牧
民
族
と
し
て

の
特
質
と
か
性
格
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
研
究
方
法
と
し

て
は
、
や
は
り
著
者
自
ら
に
語
っ

て
も
ら
う
の
が
一
番
良
か
ろ
う
。

私
は
そ
れ
ら
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
間
早
に
政
治
史
的
な
槻
鈷
か
ら
の

み
な
ら
ず
、

む
し
ろ
祉
愈
経
的
史
的
な
似
拙
か
ら
考
察
し
て
み
る
必
裂
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

特
に
北
ア
ジ
ア
の

遊
牧
民
族
に
と
っ

て
、
地
理
的
に
郊
援
す
る
の
み
な
ら
ず
、
古
来
関
係
の
深
い
中
園
の
定
着

決
耕
枇
舎
と
の
接
聞
交
沙
、
そ
れ
は
戦
争
と
い
う
武
力
的
交
渉
で
あ
れ、

朝
賞
馬
市
な
ど
の
卒
和
的
交
沙
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
雨
者
の
相
違

す
な
わ
ち
異
質
黙
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
際
に
、
モ

ン
ゴ
ル
族
が
何
を

考
え
、
何
を
中
園
に
求
め
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
そ
の
結
果
い
か
な
る

影
響
が
生
じ
た
か
を
究
明
す
れ
ば
、

遊
牧
民
族
の
木
質
な
り
性
格
は
白
か

ら
解
明
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
旬
奴
以
来
遊
牧
民
族
と
中
園
農
耕

民
族
と
の
接
餓
交
渉
の
歴
史
は
長
い
が
、
こ
の
明
代
ほ
ど
こ
れ
ら
の
研
究

に
盟
富
な
資
料
を
残
し
た
時
代
は
な
い
。
私
は
明
代
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の

そ

ン
ゴ
リ
ア
に
お
け
る
内
部
事
情
と
中
図
と
の
交
渉
を
関
連
づ
け
な
が
ら
木

研
究
を
行
な
っ

て
き
た
。
ま
た、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
狭
義
の
政

治
史
に
つ
い
て
も
、
和
田
氏
と
は
異
な
っ

た
見
解
を
う
る
に
い
た

っ
た
。

(一
二
頁
)

さ
て
、
本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

以
下
に
各
章
に
つ
い
て
私
見
を

交
え
つ
つ
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

絡

言

第

一
章

元

朝

の
樹
v

桜
と
明
初
の

モ
ン
ゴ
ル
人

第
一
節
元
朝
の
そ
ン
ゴ

リ
ア
復
節

第

二

節

明

朝

治
下
に
入
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人

第
三
節

「
病
難
の
愛
」
と
モ
ン
ゴ
ル
人

第
二
掌

エ
セ
ン

・
カ
l
ン
の
遊
牧
王
図

第
一
節
北
元
の
滅
亡
と
そ
の
後
の
モ
ン
ゴ
ル
祉
曾
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第
二
節
エ
セ
ン
の
統

一
事
業
と
封
明
経
済
政
策

第
=
一
節

遊
牧
王
園
と
「
土
木
の
愛
」

第
三
章
ダ
ヤ
ン
・
ヵ
l
ン
の
生
涯
と
そ
の
事
業

第

一
節

漢
文
資
料
に
よ
る
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
の
治
世
年

第
二
節
蒙
文
資
料
の
ダ
ヤ
ン
・
ヵ
l
ン
を
め
ぐ
る
一
解
調
停

第
三
節
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
の
事
業

第
四
節
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
の
系
譜
と
モ
ン
ゴ
ル
祉
舎

第
四
章
ア
ル
タ
ン
・
ヵ
l
ン
の
牧
農
主
園

第
一
節
嘉
靖
期
の
大
同
反
乱
と
そ
ン
ゴ
リ
ア

第
二
節
板
升
の
成
立
と
そ
の
展
開

第
五
章
リ
ク
ダ
ン
・
ヵ
l
ン
の
生
涯
と
そ
の
時
代

第

一
節

リ
ク
ダ
ン

・カ
l
ン
の
生
い
立
ち
と
政
治
思
想

第
二
節
リ
ク
ダ
ン
・
ヵ
i
ン
の
館
化
城
占
嬢
と
ラ
マ
敬

第
三
節
リ
グ
ダ
ン
・
ヵ
l
ン
の
北
・
西
進
出
と
清
朝
と
の
関
係

第
四
節
青
海
地
方
と
リ
ク
ダ
ン
・
カ
l
ン

地
図
(皇
明
職
方
地
図
〉

索

引

英

文

抄

誇

第
一
章
は
、
「
明
初
の
北
逢
に
つ
い
て
」
(『
東
洋
史
研
究
』
一
九
巻
二
践
、

一
九
六

O
年
)
を
基
に
書
き
改
め
た
も
の
で
、
一
冗
末
明
初
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル

人
の
動
向
を
主
と
し
て
考
察
す
る
。
初
め
元
朝
の
崩
壊
と
共
に
、
元
朝
後
総
者

た
ち
は
ひ
と
ま
ず
民
族
の
愛
生
の
地
で
あ
る
モ

ン
ゴ
リ
ア

へ
鋳
っ
て
、
元
朝
の

再
興
を
は
か
ろ
う
と
し
た
が
、
強
力
な
明
寧
の
追
撃
に
曾
い
、
や
が
て
そ
の
釜

み
も
紹
た
れ
る
に
至
っ
た
。
『
明
貫
録
』
を
検
討
す
る
と
、
北
館
の
モ
ン
ゴ
ル

軍
に
は
、
明
軍
の
迫
撃
を
受
け
な
が
ら
も
、
斬
首
は
も
と
よ
り
、
斬
獲
と
か

鎗
獲
と
か
の
よ
う
に
戦
闘
を
交
え
て
敗
れ
た
も
の
が
意
外
に
少
な
く
、
武
力
的

抵
抗
を
行
な
っ
た
形
跡
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
り
と
て
モ

ン
ゴ
ル
軍
が

騎
馬
の
機
動
力
を
利
用
し
て
明
軍
を
避
け
た
誇
で
も
な
く
、
そ
の
内
の
あ
る
者

は
城
廓
に
議
っ
て
無
抵
抗
の
ま
ま
降
っ
た
り
、
ま
た
あ
る
者
は
白
夜
的
に
集
闘

投
降
し
た
り
、
そ
の
他
来
降
・
来
婦
に
よ
る
も
の
が
殆
ん
ど
全
て
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
か
ら
見
る
と
、

モ
ン
ゴ
ル
人
の
敗
北
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

明
軍
の
武
力
の
優
秀
さ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
人
自
身
が
百
年
の

中
園
支
配
の
聞
に
、
遊
牧
民
族
本
来
の
性
格
の
多
く
を
失
い
、
も
は
や
純
料
の

遊
牧
生
活
に
復
錦
で
き
ず
、
ま
た
特
に
中
園
の
農
耕
祉
舎
に
制
到
す
る
経
済
的
依

存
関
係
を
断
ち
切
ら
れ
て
、
元
朝
回
復
の
意
欲
も
失
っ
て
、
自
己
鰯
麹
的
に
明

軍
に
降
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
降
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
は
非
常
に
多
数
に
上
っ
た
が
、
最
初
は
明
朝

の
招
撫
策
に
基
づ
い
て
、
投
降
者
と
し
て
は
厚
く
遇
さ
れ
、
中
十
ば
監
視
さ
れ
な

が
ら
明
の
衛
所
制
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
ン
ゴ
リ
ア
に
反
明

勢
力
が
殆
ん
ど
無
く
な
り
、
北
方
か
ら
の
憂
が
除
か
れ
る
と
、
明
朝
は
彼
ら
を

被
征
服
民

・
被
支
配
者
と
し
て

次
第
に
隷
風
化
し
、
つ
い
に
屯
田
要
員
と
し

て
、
政
府
財
政
増
収
の
た
め
に
農
奴
的
役
割
を
強
要
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
洪

武
末
年
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
こ
う
し
て
南
京
中
央
政
府
の
政
策
に
不
満
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
燕
王
が
反
南
京
政
府
起
兵
を
行
な
っ
た
機
舎

に
、
彼
ら
は
本
来
の
能
力
を
渡
海
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
要
軍
事
力
の

役
割
を
果
す
こ
と
に
成
功
し
、
中
園
祉
曾
に
お
け
る
特
権
の
一
部
を
回
復
し
た

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
章
は
要
約
で
き
よ
う
。
北
鋳
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
再
び
中
園

へ
大
量
に
投
降
し
た
原
因
に
闘
し
、
著
者
は
こ
れ
を
、
「
主
と
し
て
遊
牧
へ
の

轄
化
失
敗
と
い
う
自
己
崩
壊
」
〈
八
頁
)
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
遊
牧
へ
の
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師
陣
化
失
敗
と
か
、
「
定
着
か
ら
遊
牧
へ
の
鱒
化
困
難
」
(
一
一
頁
)
と
か
の
定

義
が
寅
は
さ
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
北
腸
の
モ
ン
ゴ
ル
人

が
中
園
の
農
耕
杜
曾
と
の
経
済
的
依
存
関
係
を
断
ち
切
ら
れ
て
、
元
朝
回
復
の

意
欲
も
失
っ
た
と
す
る
指
摘
に
は
十
分
な
説
得
力
が
あ
る
。

た
だ
こ
の
他
に

も、

モ
ン
ゴ

リ
ア
自
盤
の
遊
牧
生
産
力
も
問
題
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
時

に
数
十
蔦
も
の
故
元
勢
力
を
迎
え
入
れ
る
だ
け
の
生
産
力
が
果
し
て
そ
ン
ゴ
リ

ア
に
あ
っ
た
の
か
鏑
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
章
は
、

「
土
木
の
愛
前
後
」
(『
東
洋
史
研
究
』
一
一
巻
三
鋭
、

一
九
五

一
年
)
を
基
に
書
き
改
め
た
も
の
で
、
そ
の
要
旨
を
言
え
ば
、
ま
ず
北
元
滅
亡

後
、
モ

ン
ゴ
リ
ア
で
は
弱
小
部
族
の
群
雄
割
援
の
情
勢
の
中
か
ら
オ
イ
ラ
ー
ト

族
が
箆
頭
し
た
過
程
を
述
べ
、
次
い
で
エ
セ
ン
の
時
代
に
起
っ
た
土
木
の
獲
を

オ
イ
ラ
ー
ト
情
勢
を
中
心
に
北
方
民
族
の
立
場
か
ら
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
土
木
の
製
の
原
因
は
、
オ
イ
ラ
ー
ト
の
中
園
に
到
す
る
要
求
が
朝
貢
貿
易
、

回
回
人
を
中
心
と
す
る
隊
商
貿
易
、
兵
器
類
な
ど
の
密
貿
易
で
あ
り
、
そ
れ
ら

が
年
ご
と
に
増
大
し
た
の
に
封
し
、
明
朝
が
貿
易
制
限
を
行
な
っ
た
た
め
に
、

エ
セ
ン
が
侵
入
を
は
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
エ
セ
ン
と
し
て
は
、

あ
く
ま
で
貿

易
制
限
の
撤
回
の
た
め
に
戦
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
明
朝
を
倒
そ
う
と
し
た
の
で

も
な
け
れ
ば
、
況
ん
や
中
園
を
征
服
し
て
征
服
王
朝
樹
立
を
は
か
ろ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
。

次
に
は
、
こ
の
よ
う
な
土
木
の
嬰
を
媒
介
に
し
て
、
エ
セ
ン
の
建
設
し
た
王

園
の
性
格
を
再
編
成
し
て
み
る
と
、
東
方
で
明
朝
、
西
方
で
は
テ
ィ
ム
l
ル
朝

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
東
西
に
安
定
と
繁
栄
が
あ
っ
た
。

エ
セ

ン
は
遊
牧
民
の
首
長

と
し
て
、
丁
度
そ
の
中
閲
を
占
め
、
彼
の
政
治
力

・
軍
事
力
に
よ

っ
て
勢
力
圏

を
鎖
大
す
る
と
、

隊
商
商
人
的
性
格
を
持
っ
た
四
回
人
、
例
え
ば
皮
見
馬
慰
問
脱

ら
が
東
西
貿
易
に
活
砲
し
、
そ
の
経
済
力
が
エ
セ
ン
ら
に
還
元
さ
れ
、
エ
セ
ン

の
政
治
力

・
軍
事
力
は
更
に
繍
大
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
雨
者
の
協

力
関
係
に
よ
っ
て
急
速
に
大
王
闘
が
築
か
れ
得
た
の
で
あ
る
。
エ
セ
ン
の
大
王

園
こ
そ
、
ま
こ
と
に
遊
牧
王
園
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

本
章
は
エ
セ
ン
に
関
す
る
明
側
史
料
を
徹
底
的
に
洗
い
出
し
て
、
そ
れ
ら
に

逐
一
厳
密
な
検
討
を
加
え
た
上
で
立
論
さ
れ
て
お
り
、

今
後
明
史
料
に
よ
る
限

り
、
エ
セ
ン
に
関
す
る
こ
れ
以
上
に
詳
細
な
研
究
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
著
者
の

関
心
が
エ
セ

ン
を
め
ぐ
る
オ
イ
ラ
ー
ト
王
園
の
政
治

・
経
済
問
題
に
集
中
し
て

い
る
の
は
嘗
然
で
あ
る
が
、
こ
の
王
闘
の
文
化
に
つ
い
て
も
幾
多
の
言
及
が
見

ら
れ
る
。

特
に

『
明
質
録
』
か
ら
エ
セ
ン
及
び
そ
の
父
ト
ゴ
ン
と
ラ
マ
教
と
の

関
係
を
示
す
史
料
を
取
り
上
げ
た
の
は
(
九
七
頁
〉
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま

さ
に
コ
冗
朝
の
ラ
マ
教
か
ら
ア
ル
タ
ン
の
ラ
マ
数
の
関
に
、
ま
た
オ
イ
ラ
ー
ト

の
子
孫
た
ち
の
関
に
弘
布
さ
れ
た
ラ
マ
教
と
の
中
聞
に
位
す
る
数
少
な
い
資

料
」
(
九
八
頁
〉
な
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
っ
て
初
め
て
本
格
的
に
解
明
さ
れ

た
皮
見
馬
黒
航

可
可
去
与
日
包

の
活
動
も
、
東
西
交
渉
史
上
忘
れ
ら
れ
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

著
者
に
今
後
検
討
を
求
め
た
い
黙
を
敢
て
言
え
ば、

著
者
が
明
蒙
交
渉
史
的

見
地
に
立
つ
だ
け
に
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
内
部
情
勢
に
関
す
る
説
明
が
い
さ
さ
か

少
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

「景
泰
五
年
十
月
、
外
面
的
な
鎖
大
に
内
面
的
な
充

震
が
と
も
な
わ
な
い
ま
ま
に
、
エ
セ

ン
は
部
下
に
殺
さ
れ
、
遊
牧
大
王
園
は
鼠

渡
分
裂
し
た
が
、

云
云
」

(
八
六
頁
)
と
の
如
き
に
は
、
も
う
少
し
詳
し
い
説

明
が
欲
し
い
。
ま
た
エ
セ
ン
ら
オ
イ
ラ
ー
ト
の
根
接
地
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か

も
、
も
っ
と
具
鐙
的
に
指
示
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
皐
に
「
オ
イ
ラ
ー
ト
本

地
」
(
七
O
頁
)
と
か
、
「
西
方
の
本
綾
地
」
(
八
六
頁
)
と
か
の
如
く
で
は

漠
然
と
し
す
ぎ
よ
う
。

そ
の
黙
の
指
示
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
西
方
と
、

「西
方
の
有
力
者
テ
ィ
ム
l
ル
」
(
四
九
頁
)
と
の
相
違
も
自
ず
か
ら
明
瞭
と
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な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
三
章
は
、
「
小
王
子
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

一
七
巻
四

務
、
一
九
五
九
年
〉
、
「
ダ
ヤ
ン
・
カ
ン
の
研
究」

(
『
明
代
満
蒙
史
研
究
』
所

枚
、
一
九
六
三
一
年
〉
、
「
ダ
ヤ
ン
・
カ
1
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
史
林
』

五
三
各

六
務
、
一
九
七

O
年
)
を
基
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
撃
に
三
論
文
を

調
和
さ
せ
て
一
つ
に
ま
と
め
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、

著
者
積
年
の
苦
心
努
力

の
上
に
立
つ
新
た
な
論
文
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
導
き
出
さ
れ
た

結
論
は
、
「
謎
の
ダ
ヤ
ン
・
カ
i
ン
」
問
題
に
封
し
て
著
者
の
執
念
が
放
っ
た

決
定
打
で
あ
る
と
評
者
は
評
債
す
る
。

本
章
の
概
要
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
は

『明
貧
録』

そ

の
他
の
漢
文
史
料
に
よ
る
と
、
本
名
を
伯
頚
猛
可
(
パ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
〉
と
言

ぃ
、
パ
ト
ム
ン
ケ
の
弟
と
み
な
さ
れ
る
。
和
田
清
氏
の
如
く
逆
に
兄
の
パ
ト
ム

ン
ケ
を
以
て
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
そ
の
治
世
年
も

『
蒙
古
源
流
』
の
七
十
四
年
で
な
い
こ
と
は
勿
論
、
和
田
氏
の
研
究
の
結
果
で

あ
る
五
十
徐
年
で
も
な
く
、
僅
か
に
三
十
二
年
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
(
即
ち

一
四
六
八
年
出
生
、

一
四
八
八
年
即
位
、
一
五
一
九
年
死
去
)
。
こ
の
よ
う
に

治
世
年
を
め
ぐ
っ
て
漢
文
史
料
と
蒙
文
史
料
と
に
差
が
大
き
い
の
は
、

車
に
蒙

文
史
料
が
紀
年
法
の
干
支
を
誤
っ
た
と
い
う
単
純
形
式
的
な
理
由
だ
け
か
ら
は

説
明
で
き
な
い
。
こ
れ
を
正
し
く
設
明
す
る
た
め
に
は
、
皐
に
ダ
ヤ
ン
・
ヵ
l

ン
個
人
の
み
な
ら
ず
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
に
焦
黙
を
合
わ
せ
、
関
係
の
あ
る
人

人
の
行
動
ま
で
徹
底
的
に
分
析
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
は
、

従
来
の
研

究
と
異
な
っ
て
、
ダ
ヤ
ン
・
ヵ
l
ン
の
父
ボ
ル
タ
は
マ
ン
ド
グ
ル
・
ヵ
l
ン
の

在
世
中
に
既
に
死
亡
し
、
そ
の
際
に
幼
い
バ
ト
ム
ン
ケ
と
バ
ヤ
ン
ム

ン
ケ
兄
弟

は
母
シ
ギ
ル
夫
人
と
共
に
、
西
方
系
の
イ
ス
マ
イ
ル
の
保
護
下
に
入
っ
た
。
そ

の
後
、
マ
ン
ド
グ
ル
・
ヵ
l
ン
と
死
別
し
た
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
は
、
政
治
的
遺

産
を
背
景
に
、
パ
ト
ム
ン
ケ
と
結
婚
し
よ
う
と
計
っ
た
が
失
敗
し
、

弟
の
パ
ヤ

ン
ム
ン
ケ
を
手
中
に
し
て
再
婚
し
た
。
そ
し
て
一
時
は
イ
ス
マ
イ
ル
と
彼
の
擁

立
し
た
バ
ト
ム

ン
ケ
小
王
子
と
に
劉
立
し
て
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
支
配
権
を
二
分

し
た
が
、

一
四
八
六
J
八
七
年
に
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
側
の
勝
利
が
確
定
し
た
。

結
果
的
に
は
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
再
婚
が
成
功
し
、
チ
ン
ギ
ス

・
ヵ
i
ン
元

朝
系
の
モ
ン
ゴ
ル
王
圏
が
再
興
さ
れ
、

夫
人
は
こ
の
王
園
の
生
み
の
親
的
存
在

と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
王
園
の
一
族
後
継
者
た
ち
は
夫
人
を
讃
美
す
る
あ
ま

り、

夫
人
の
失
敗
や
汚
熱
を
隠
蔽
な
い
し
僑
装
し
て
、
あ
た
か
も
夫
人
と
バ

ト

ム
ン
ケ
の
結
婚
を
正
嘗
化
す
る
よ
う
に
設
話
化
し
た
。
こ
の
た
め
に
蒙
文
史
料

の
ダ
ヤ
ン
・

ヵ
l
ン
は
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
美
化
に
附
随
的
に
誇
張
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

右
の
如
き
研
究
結
果
に
基
づ
け
ば
、
ダ
ヤ
ン
・
ヵ
l
ン
の
事
業
も
、
和
田
氏

の
設
で
あ
る

ωイ
ス
マ
イ
ル
の
撃
破
、

ωオ
イ
ラ
ー
ト
の
撃
滅
、
向
右
翼
の
銀

座、

ω鳥
梁
海
高
戸
の
討
滅
の
う
ち
、
貸
際
に
行
な
っ
た
の
は
僅
か
に
第
三
項

目
の
火
簡
を
滅
ぼ
し
、
亦
不
刺
を
駆
逐
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
の
立
論
に
蛍
つ
て
は
、
『
明
寅
録
』
が
根
本
史
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
使
用
態
度
は
ま
こ
と
に
細
心
に
し
て
周
到
で
あ
り
、
敬
服
の
外

な
い
。
例
え
ば
弘
治
三
・
四
年
の
伯
顔
猛
可
王
と
小
王
子
を
同

一
人
と
決
定
す

る
に
際
し
て
、
こ
の
聞
の
北
方
民
族
の
朝
貢
記
事
を
網
羅
的
に
摩
げ
て
、
こ
れ

ら
を
事
件
の
進
行
順
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
蹄
納
的
に
結
論
に
還
し
て
い
る

(一

O
四
頁
以
下
〉
。

ま
た
成
化
十
九
年
五
月
壬
寅
の
「
虜
酉
亦
思
馬
因
而
泡

北
小
王
子
敗
走
」
の
場
合
に
は
、
和
田
氏
が
イ
ス
マ

イ
ル
と
小
王
子
が
勢
力
争

い
を
演
じ
て
、
イ
ス

マ
イ
ル
の
方
が
敗
走
し
た
と
い
う
見
解
を
取
っ
て
い
る
の

に
劃
し
て
、

著
者
は
、
『
明
貫
録
』
の
本
邦
現
存
の
全
妙
本
を
調
べ
上
げ
て
、

こ
れ
ら
が
皆
一

致
し
て
右
の
文
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
の
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場
合
の
「
而
」
は
、

「
及
」
と
か
「
輿
」

の
意
味
で
あ
る
と
断
定
し
た
。
さ
ら

に
著
者
は
敗
走
の
語。誌
に
も
注
意
を
向
け
、

『明
貫
録
』
で
の
用
例
か
ら
推
し

て、

結
論
的
に
イ
ス
マ

イ
ル
と
い
う
小
王
子
が
戦
っ
た
の
で
は
な
く
、
彼
ら
が

新
作
戦
の
た
め
に
共
に
移
動
し
た
と
の
解
緯
を
得
て
い
る
。
そ
の
上
で
著
者

は
、
イ
ス
マ
イ
ル
と
小
王
子
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
移
動
し
、

活
隠
し
た
か
ま

で
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
一
四
七
頁
以
下
)。

以
上
は
例
を
穆
げ
た
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
著
者
の
恨
重
な
史
料
操

作
に
よ
っ
て
初
め
て
斬
新
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

特
に
若
い

護
者
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。

他
方
、

蒙
文
史
料
と
し
て
は
、
『
蒙
古
源
流
』
と

『
ア
ル
タ
ン

・ト
プ
チ
』

の
二
種
だ
け
が
選
ば
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
賢
明
な
選
鐸

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
数
多
の
蒙
文
史
料
の
中
で
成
立
年
代
の
最
も
古
い
の

が
こ
の
二
種
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
蒙
文
史
料
と
言
っ
て
も
、

後
代
の
編
纂

に
な
る
例
数
史

(ursfsg
類
が
殆
ん
ど
で
(
こ
の
意
味
で
は
、
よ
く
使

わ
れ
る
蒙
文
年
代
記
と
い
う
呼
び
方
は
誤
解
を
招
き
易
い
〉
、
そ
れ
ら
は

共
通

し
て
黄
帽
波
の
護
教
諭
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
例
数
史
類
の
利

用
に
嘗
つ
て
は
、
そ
の
史
料
的
性
格
に
十
分
配
慮

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論

『
蒙
古
源
流
』
も
『
ア
ル
タ
ン

・
ト
プ
チ
』
も
、
傍
数
史
で
あ
る
こ
と
に
幾
り

な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
以
て
俳
敬
史
類
の
代
表
に
据
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に

も
叉
十
分
に
理
由
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

た
だ
著
者
の

『
蒙
古
源
流
』

に
つ
い
て
は
、

一乱
質
氏
に
よ
る
淵
叫
一
昨
木
か
ら
の

重
誇
を
利
用
し
た
の
は
安
易
に
過
ぎ
よ
う
。
や
は
り
蒙
古
文
の
ウ
ル
ガ
本
に
先

ず
嬢
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尤
も
著
者
が

『蒙
古
源
流
』
に
つ
い
て
、
「
主
と
し

て
江
賀
氏
の
誇
注
本
に
よ
っ
た
が
、
人
名
の
表
記
や
細
部
の
貼
で
は
蒙
文
各
種

版
本
を
参
照
し
て
書
き
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
」
(
二

O
四
頁
)
と
す
る
の
は
良

い
が
、
そ
の
場
合
、
「
そ
の
一
つ
一

つ
に
つ

い
て
特
に
註
記
す
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
」
(
二

O
五
頁
)
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
煩
維
を
避
け
つ
つ
丹
念

に
註
記
す
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
頂
き
た
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
に

『ア

ル

タ
ン

・
ト
プ
チ
』
に
つ
い
て
も
、

蒙
古
文
に
基
つ
い
て
利
用
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
な
お
こ
の
雨
諮
か
ら
の
引
用
頁
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
も
改
善
さ
る
べ
き

で
あ
る。

と
も
あ
れ
、
漢
蒙
文
史
料
の
綴
密
な
検
討
か
ら
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
問
題
の

ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
と
も
言
う
べ
き
マ

ン
ド
カ
イ
夫
人
に
着
目
し
、
そ
れ
の
解

明
を
通
し
て
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
の
謎
に
設
得
力
に
満
ち
た
解
答
を
提
出
し
た
著

者
の
手
腕
は
見
事
で
あ
る
。
本
章
は
本
輩
出中
の
白
眉
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
は
、

「明
代
嘉
靖
則
の
大
同
反
乱
と

モ
ン
ゴ
リ
ア
」
(『東
洋
史
研

究』

一一一

O
各
凶
批

・
三
一
各
一
鋭
、
一
九
七
二
年
)
、
「
ア
ル
タ
ン
・
カ
l
ン
と

板
升
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

一
回
答
三
鋭
、

一
九
五
五
年
)
を
基
に
書
き
改
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
掌
で
は
、

板
升
の
問
題
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
板
升
は

モ
ン
ゴ
リ
ア
の
長
城
接
域
地
州
市
に
作
ら
れ
た
城
廓
都
市
で
、
遊
牧
民
族
が
自
己

の
支
配
地
に
、

撲
人
五
寓
の
定
着
由民
耕
祉
舎
の
成
立
を
許
し
た
特
異
な
現
象
で

あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
来
源
を
尋
ね
る
と
、
明
朝
の
北
方
防
術
軍
の
最
大
の
援
鈷

で
あ
っ
た
大
同
で
の
反
乱
に
起
因
す
る
。
嘉
靖
年
開
三
回
に
わ
た
る
反
鋭
及
び

未
遂
事
件
は
、
非
常
に
復
雑
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
、
反
飢
兵
は
行
き
場
に
窮

し
て
、
最
も
恐
れ
て
い
た
そ

ン
ゴ
リ
ア
へ
逃
れ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
鼓
し
て
モ

ン
ゴ
ル
族
に
取
り
入
り、

長
期
聞
を
費
し
て
こ
こ
に
城
廓
都

市
を
築
き
、

決
耕
祉
舎
を
建
設
し
た
。

し
か
し
ア
ル
タ
ン
は
こ
の
城
廓
都
市
を
包
容
し
、
州
政
耕
祉
曾
を
理
解
す
る
と

共
に
、
明
朝
と
和
議
を
結
び
、
朝
貢
馬
市
の
開
設
を
は
か
っ
た
。

こ
れ
が
た

め
、
ア
ル
タ
ン
は
明
朝
の
要
求
に
よ
っ
て
反
鋭
主
謀
者
と
そ
の
一
味
を
明
朝
に
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引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
最
高
指
導
者
を
失
っ
た
板
升

を
、
ア

ル
タ
ン
一
族
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
直
接
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、

堕
か
な
牧
農
複
合
園
家
を
形
成
し
た
。
こ
れ
は
エ
セ
ン

の
遊
牧
王
図
と
は
ま
さ

に
掛
照
的
な
滋
牧
民
族
の
闘
家
形
成
で
あ
る
。

要
旨
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
牧
農
複
合
園
家
の
形
成
過
程
に
お

い
て
、

モ
ン
ゴ
ル
社
舎
自
健
が
ど
の
よ
う
に
袋
容
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
が

具
陸
的
に
掛
か
れ
て
い
て
興
味
が
議
き
な
い
。
文
化
面
で
は
、
ラ
マ
敬
の
受
容

も
こ
の
王
園
に
始
ま
っ

て、

後
に
は
こ
こ
か
ら
全
モ
ン
ゴ
リ
ア
へ
と
波
及
し

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ラ
マ
教
の
受
容
問
題
に
も
っ
と
言
及
が
欲
し
か
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

著
者
は
板
升
の
語
源
に
紛
れ
、
こ
れ
を
中
園
語
の
白
域
の
音
誇
と
考
え
て

い
る
。
「
山
西
の
大
同
附
近
の
城
は
白
色
を
し
て
い
た
よ
う
で
、

『
明
貫
録
』

の
な
か
に
も
白
城
の
字
は
時
お
り
み
う
け
ら
れ
る
。
」
(
二
八
五
頁
〉
と
言
う

が
、
こ
の
場
合
は
特
に
白
域
の
用
例
を
『
明
貫
録
』
か
ら
明
記
し
て
欲
し
か
っ

た
。
他
方
、

板
升
の
語
源
に
は
、
ベ
ル
シ
ア
語
の

Z
weZ

E
に
求
め
る
見
方

(司
・
0
・戸
2
2口
問
・
ミ

s
h
a
s干
同
門
ミ

hNNMFURSE三
司
・
芯
-a
回

-
X
-

E
E
Z民
昌
司
円

(non-『

-
y
n』富
也
市

hhh詩句
ゐ
ど
を
将
司
h
o白
円
刷
、
早
ミ
上
宅
注
NL可
円
。
.
』

hhEh--

占
送
、
、
2
h
h
h
n
E史
R
O
F

〉
向
。
ミ
旬
、
hhhH・
両
足
弐
包
ミ
Hhh・記。・
h
o
N
R占
町
内
き
』
向
、

ミ
o
q
Q

、hu
-
4
o
z
-
Y
」
H
巾
冨
盟
国
可
宮

HT
E
J
a
-
-
2
-
u
・
町
田
〉
も
あ
る
の
で
、

こ
の
貼
御
一
考
願
い
た
い
。
な
お
序
で
な
が
ら
板
升
に
関
し
て
、
こ
れ
に
緩
っ

た
漢
人
に
白
蓮
数
徒
が
多
か
っ
た
誇
で
あ
る
が
、
そ
の
白
蓮
教
に
闘
し
著
者
の

評
債
が
低
い
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
「
白
蓮
教
徒
は
元
末
の
最
盛
期
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
社
曾
的
不
安
に
乗
じ
て
混
飢
と
破
墳
を
は
か
る
が
、

板
升
の
よ

う
な
建
設
的
な
行
動
を
取
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
白
蓮
数
は
急
激
な

膨
脹
を
み
る
が
、
板
升
の
場
合
は
そ
れ
程
で
は
な
い
。
L

ハ
二
七
七
|
八
頁
〉
と

し
て
い
る
。
著
者
が
言
う
よ
う
に
、
近
二
十
年
の
聞
に
大
小
板
升
の
漢
人
五
蔦

人
に
淫
し
た
内
、
凡
そ

一
高
人
が
白
蓮
数
徒
で
あ
っ
た
つ
一
六
九
頁
)
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
そ
れ
で
も
急
激
な
膨
脹
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
板
升

の
漢
人
と
白
蓮
教
と
の
関
係
は
、
今
後
更
に
追
求
に
値
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
第
五
章
は
、
木
書
の
た
め
に
書
き
下
さ
れ
た
も
の
で
、
百
頁
を
越
え

る
力
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
末
十
七
世
紀
前
牢
に
活
躍
し
た
チ
ャ
ハ
ル
部
の

リ
ク
ダ
ン

・
ヵ
l
ン
の
歴
史
的
評
債
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
。
リ
ク
ダ
ン

・カ

I
ン
に
つ
い
て
は
、
東
郊
の
清
太
組
の
威
力
に
膝
画
さ
れ
て
、
本
銀
地
か
ら

窮
鼠
の
如
く

西
方
へ
逃
れ
、
一

E
は
舗
化
城
に
根
援
し
な
が
ら
、
更
に
太
宗

軍
の
進
撃
を
受
け
、
ま
た
西
に
逃
亡
し
、

逃
亡
先
の
青
梅
で
病
死
し
た
と
す
る

設
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
設
は
、
明
清
の

一
部
の
史
料
に
縁
っ
た
も
の

で
、
リ
ク
ダ
ン
・
カ
l
ン
は
そ
の
よ
う
な
受
動
的

・
消
極
的
行
動
を
取
っ
た
の

で
は
な
い
。

彼
は
即
位
後
約
十
年
で
「
虜
中
の
名
玉
」
に
成
長
し
、
ヌ
ル
ハ

チ

勢
力
と
境
界
を
接
す
る
領
に
は
、
雨
者
が
措
抗
す
る
状
勢
に
あ
っ
た
。
た
だ
ヌ

ル
ハ
チ
は
明
寧
と
戟
闘
を
交
え
な
が
ら
、
明
園
を
捕
虜
や
城
を
獲
得
す
る
場
と

考
え
、
す
で
に
征
服
王
朝
樹
立
の
た
め
の
征
服
針
象
と
見
倣
し
て
い
た
。
こ
れ

に
射
し
、
リ
ク
ダ
ン
・ヵ
l
ン
は
、
明
図
を
貿
易
を
含
む
経
済
的
要
求
の
封
象

園
と
考
え
、
明
薗
の
存
績
こ
そ
、
自
園
の
富
国
強
兵
に
有
利
と
す
る
立
場
を
取

り
、
ヌ

ル
ハ
チ
と
は
明
園
に
針
す
る
債
値
観
を
全
く
異
に
し
て
い
た
。

嘗
時
の
そ
ン
ゴ
リ
ア
は
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
l
ン
の
子
孫
た
ち
が
、
各
々
濁
自
に

明
朝
と
馬
市
な
ど
で
交
渉
を
持
ち
、
そ
の
経
済
的
基
盤
の
上
に
濁
自
に
王
を
稽

し
、
い
わ
ば
分
裂
割
接
吠
態
に
あ
っ
た
。
リ
ク
ダ
ン

・ヵ
l
ン
は
こ
れ
ら
を
統

一
し
て
遊
牧
園
家
を
建
設
す
べ
く
西
進
し
た
の
で
あ
る
。
錦
化
城
に
根
嫁
し
て

最
も
繁
栄
し
て
い
た
順
義
王
家
の
ア
ル
タ
ン
の
後
縫
者
を
も
駆
逐
し
て
、

彼
は

そ
ン
ゴ
リ
ア
の
中
央
に
進
出
し
大
。
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し
か
し
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
は
嘗
時
ラ
マ
教
が
導
入
さ
れ
、
各
王
家
は
地
位
の
象

徴
と
し
て
ラ
マ
数
文
化
の
導
入
を
競
い
、
チ
ベ
ッ
ト
と
の
交
通
路
確
保
に
努

め
、
調
円
海
に
分
家
を
汲
遺
し
て
い
た
。
従
っ
て
青
梅
は
蛍
時
モ
ン
ゴ
ル
族
に
と

っ
て
最
重
要
地
黙
と
な
っ
て
い
た
。
リ
ク
ダ
ン
・
カ
l
ン
は
フ
ト
タ
ト
・
ヵ
l

ン
と
回
附
し
た
よ
う
に
、
紅
数
の
熱
烈
な
信
者
・
擁
護
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
蹄
化

城
占
嬢
後
、
青
梅
進
出
に
成
功
し
て
こ
そ
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
お
け
る
世
俗
的
権

力
と
宗
教
的
権
威
を
勝
ち
取
り
、
名
実
共
に
モ
ン
ゴ
ル
族
の
統
一
支
配
を
寅
現

で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
決
し
て
清
朝
勢
力
に
豚
画
さ
れ
て
西
方
へ
逃

れ
た
の
で
は
な
く
、
自
己
の
意
園
の
下
に
能
動
的
・
積
極
的
に
行
動
し
た
の
で

あ
る
。
一
方
清
軍
は
、
山
海
開
か
ら
明
図
へ
侵
入
す
る
こ
と
を
阻
止
さ
れ
て
か

ら
は
、
手
薄
に
な
っ
て
い
た
モ
ン
ゴ
リ
ア
東
部
へ
用
心
深
く
、
空
巣
盗
人
の
よ

う
に
侵
入
し
、
や
が
て
リ
ク
ダ
ン
・
ヵ
l
ン
の
死
で
混
飢
し
た
隙
に
乗
じ
て
、

モ
ン
ゴ
リ
ア
を
支
配
下
に
入
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

山
富
時
東
ア
ジ
ア
は
激
動
期
に
入
り
、
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
東
に
清
朝
勢
力
の

勃
興
、
南
に
明
朝
の
樹
級
、
西
に
オ
イ
ラ
ー
ト
の
胎
動
、
北
に
ロ
シ
ア
の
東
南

侵
が
あ
っ
た
。
リ
ク
ダ
ン
・
ヵ
l
ン
は
一
時
外
モ
ン
ゴ
リ
ア
ま
で
遠
征
し
た
程

だ
が
、
未
だ
内
部
を
充
分
に
固
め
る
徐
裕
の
な
い
ま
ま
目
的
遼
成
を
目
前
に
し

て
、
若
く
し
て

不
運
に
も
病
死
し
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
過
少
許
債
さ
れ
た

が、

著
者
と
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
史
上
稀
に
見
る
雄
大
な
計
盆
を
持
ち
、
賀
行

力
に
富
ん
だ
人
物
と
評
償
す
る
。

以
上
が
本
章
の
概
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
リ
ク
ダ
ン
・
ヵ
l
ン
の
復
権
に
寄

せ
る
著
者
の
情
熱
が
横
溢
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ま
た
創
意
に
満
ち
た
提
言
の
大

き
な
原
動
力
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
評
者
と
し
て
も
、
提
言
に
十
分
な
設

得
力
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
使
用
の
文
献
も
、
明
清
史
料
は
申
す
に
及
ば

ず
、
ロ

シ
ア
語
・
チ
ベ
ッ

ト
語
史
料
に
も
亙
っ
て
お
り
、
著
者
の
意
欲
を
伺
う

に
足
る
(
な
お

『
蒙
古
痢
噺
数
史
』
の
著
者
は
ジ
ク

メ
ナ
ム
カ
で
な
く
、
ジ
グ

メ
リ
ク
ベ
イ
ド

ル
ジ

ェ
で
あ
る
)
。

論
述
の
細
部
に
お
い
て
感
じ
た
貼
を
若
干
暴
げ
る
と
、
ポ
ッ
ド
ニ
ェ
フ
氏
の

設
を
安
易
に
信
じ
て
、
一
五
八
七
年
嘗
時

ハ
ル
ハ

に
紅
帽
・

糞
帽
雨
源
の
争
い

が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
認
め
る
の
は
(
三
五
二
頁
以
下
)
、
い
か
が
で
あ
ろ
う

か
。
ポ
氏
の
設
に
は
問
題
熱
が
多
く
、
例
え
ば
、
エ
ル
デ
ニ
ズ
!
の
開
堂
式
を

執
行
し
た
と
す
る
グ
ミ
ナ
ン
ス
を
紅
帽
汲
と
極
め
附
け
て
い
る
の
が
そ
の

一
つ

で
あ
る
(グ
ミ
ナ
ン

ス
は
、
正
し
く
は
ゴ
マ
ン

ナ
ン
ソ

ω問。
日

E

E
P
Z

で
あ
る
。

ぇ
・
与

E
E「
K
2
2
E
'
h叉
誌
な
忌

p
c
z
g
r
z
g『
-
s
s・-

H
Y
叶
∞
〉
。

次
に
は
、
リ
ク
ダ
ン
・
カ
l
ン
と
ツ
ォ
タ
ト
・
タ
イ
ジ
と
の
同
盟
関
係
か
ら

見
て
、
後
者
の
活
動
を
今
後
更
に
究
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ツ
ォ
ク
ト
が
青
海

に
入
っ

た
の
が
一
六
三
二
年

(
U
S
S当
長
い
玄
遣
な
ぎ
・
同
よ
『
同

Y

U
己
主
-

S
芯
ニ
司
・
吋
ω)
と
す
れ
ば
、

こ
れ
へ

の
支
援
も
、

リ
ク
ダ
ン
・
カ
l
ン
の
青
海

行
の
動
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
の
見
方
も
で
き
よ
う
。

第
三
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
活
用
を
更
に
一
一
層
計
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
リ

タ
ダ
ン
・
ヵ
l
ン
に
つ
い
て
も
史
料
を
少
な
し
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お

ダ
ラ
イ
ラ
マ
三
世
の
波
年
に
関
し
て
は
〈
三
七
四
頁
以
下
〉
、
ベ
テ
ッ
ク
氏
の

如
く
一
五
八
八
年
三
月
二
十
六
日
(
「
司

s
o
n
y
吋

Z
り
と
宇
「
曲
目
印
刷

2ι

河内

w
m
o
D
Z
O同
叶
F
Z

〉
の
『
円
。
ロ
o
Z町
一円曲
目
ω
Z門
rJ
叫
d
。
吉
岡
崎
、
Q
P
〈
o--

up〈
戸
ピ
ミ
・

ωl
印・

H
L
E
r
p
】

8
3
と
す
べ
き
で
あ
る
。
『
明
貫
録
』

寓
暦
十
六
(
一
五
八
八
)
年
十
一
月
、
十
二
月
に
見
え
る
「
欲
親
迭
番
借
」、

「
護
迭
番
伶
西
回
」
の
番
借
は
、
ダ
ラ
イ
の
遺
骨
に
つ
い
て
言
う
も
の
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
で
は
、
ダ
ラ
イ
三
世
の
停
記

HNEヨ
忌

買

に

第

一
義
的
に
援
る
べ
き
で
、

『
明
貫
録
』
は
二
次
史
料
に
過
ぎ
な
い
。
な
お
ま
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た
ダ
ラ
イ
四
世
に
つ
い
て
も
、
「
正
確
な
生
年
は
明
ら
か
で
な
い
。
」
(
三
八
八

頁
〉
筈
が
な
く
、
四
世
の
俸
記
に
錬
れ
ば
、
一
五
八
九
年
モ
ン
ゴ
ル
暦

一
月
一

日
(
「

p
w沖縄
w
n
y
F
F
M
L・
)
で
あ
る
。

輿
え
ら
れ
た
紙
幅
を
大
巾
に
超
過
し
て
し
ま

っ
た
が
、
最
後
に
一
言
つ
け
加

え
る
と
、
本
書
全
僅
に
校
正
が
よ
く
行
き
届
い
て
お
り
、
索
引
も
ま
た
二
二
頁

に
達
し
、
懇
切
を
極
め
て
い
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
三
章
と
五
章
に
や
や
誤
植

が
目
立
っ
た
。
国
内
wro江
田
口
固
な
・

5
3↓
切
o
r
o
H
F
Z
P
斗
含
む

-
z
o
cロ怖い

(司・

5
⑦
↓
、
H
，D
『
g
s
o
E〕
r
切
R
g

∞o-o品
(
唱
・

5
白
)
↓
切
印
円
臼
切
o-a-

h
m
g
〉
苫
(
唱
・

5
d↓』
FEロ
〉
苫
テ
ム
チ
ン
、
吋
何
回
目
m-
ロ
な
・

5
3↓

テ
ム
ジ
ン
吋
O
B
S
F
十
干
法
守
-
S
C↓
十
二
支
法
、
。
2
0
ω
g
y
な・

603 

N
0
3
i
v
O
2
0
ω
2
7
C『
問
中
回
目
。
回
目
品
目
nrロ
ご
・
・
・
・
な
・

8
3↓同

wso

d
『
問
中
国

g仏
M
n印

EE-----
回
目
問
白
目
。
ι・口曲目
r
r曲目
H

(

司・
ω怠
〉
↓
伺
ピ
岡
田

g
a
E
B
B
-円
E
F
善
竹
汲
〈
司
・

2
3↓
善
行
波
。

本
書
は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
明
蒙
交
渉
史
を
経
糸
に
、
モ

ン
ゴ
ル

政
治
史
を
緯
糸
に
織
り
成
さ
れ
た
秀
れ
た
明
代
モ
ン
ゴ
ル
祉
舎
経
済
史
で
あ

る
。
今
後
こ
の
方
面
の
研
究
者
に
道
標
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
の
意
味

で
は
記
念
碑
的
な
業
績
で
あ
ろ
う。

一
九
八

O
年
二
月

同
朋
舎

A
5剣

京
都
四
二
二
頁
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